


































































A proposal of public building 
for the elderly and children in 
Matsudai,Tookamachi city
“The dining kitchen of Oyakko 
village” and “the dojo studio and 
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Matsudai distorict of Tokamachi-shi is a sparsely populated 
area where polulation decreased 72% for 50 years. At the 
same time aging advanced.
There was two kinds of work in the village. One is work 
for village maintenance and is work for cash income for 
families one more.　 This trend of aging has been difficult to 
continue the work of the community maintain.
I make suggestions of public buildings for the elderly and 
children using the factory became vacant for such region.
１ 長岡造形大学　教授
２ 平成 25 年地元発起人 10 名による準備委員会を経て、10 月 11 日設立し
た組織。
３ 松代地区の人口は 1960 年代から1970 年代にかけて減少に転じた。1960
年時点で人口 13,076 人、70 年までの 10 年で約 3300 人、次の 10 年で約
2600 人、次の 10 年（1990 年）1900 人、さらに 1000 人減少し、2000 年
には総数が 4240 人となった。21 世紀の最初の 10 年で約 550 人の減少を
見、2010 年現在 3686 人となり、50 年前の 28％強となっている。
十日町市松代における高齢者と子供のための公共的建築の提案　「おやっこ村のダイニングキッチン」と「遊びの道場／遊びの広場」　149
最小は池尻の９戸、７集落全体で 272 戸が暮らしている。
（松代全世帯 1420 世帯の 19.2%）2010 年時点の１世帯当た
り人口は 2.6 人、人口は概ね 700 人、人口構成比で見た場合、









































は 2020 年まで続き、その時点での 60 才以上人口は全体
の 59% を占めることになる。それから先は 60 才以上が約
60% を占める時代が続くものと思われる。
　一方、1960 年に松代地区には 2215 人いた小学生は 2010











































































































































































































　 ―十日町市松代地区、『豪雪を拓く』以降 20 年間の挑戦
と未来―
　早稲田大学文化構想学部　社会構築系　藤井玲子
・松代町史　上巻　平成元年３月　松代町発行
・松代町史　下巻　平成元年３月　松代町発行
